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>B5判・458頁/定価 :本体 13,OOO円軸別)Б BN978-4-7842引 790-8

始皇帝の「兵馬桶」で知られる桶は、死者とともに埋葬される呂1葬明番で、中国の南〕ヒ朝から隋店時代は質量とも

にその黄全期である。近年各地の葬基から続々と出土″1が韻告され、と0こ考苦学的手法による研究の替積が著

しい。これに対し本書は、豊官な実物調査に基づヽヽて、膨大な数の資料を造形的特質、様式の変込、地域性など

によって整理し、豊富な図版とともに美術史・陶磁史的視点からさまざまな論点を提示。分裂から統一へとダイナミッ

クに転換する時代のなかで生した変化と連続性を跡づけ、新たな陶桶研究の確立を目指す。

1    第Ⅱ部 隋唐時代の陶偏への新たな視座
層に考秋て/陶ィ誦研究史序説/本書の目的                   _北 斉イ商の遺風と新たな展開
第 I部 南北朝時代の陶偏の様式:                斉のイ誦の影響/隋イ誦の新たな展開/表 :隋/図

版第 1章 洛陽北魏陶偏の成立とその展所
生洛陽遷都以前の北魏陶偏/洛陽北魏陶偏 t
善器生産の諸問題と安陽隋張盛墓出土白姿桶洛陽北魏陶偏の特徴/洛陽北魏陶偏に関レ
,諸問題/安陽張盛墓出土の白奎偏について陽遷都後の北魏陶偏一覧/図版

第 2章 封ヒ朝鎮墓獣の誕生と展開― 胡わ

"彩
偏の特質と意義北朝鎮墓獣の草創期/北朝鎮墓獣の展開ノ
例/黄釉加彩偏の位置づけ/図版第 3章 南北朝時代における

                      こぉける南北境界地域の降
D生産とその流通に関する諸問題―  「漢水浙
i/河北唐墓出土の桶/郎窯初唐桶の流通/封象墓葬分布と歴史背景/各墓葬の概要/                        /図

版二唐偏一覧ノ/各墓葬の年代をめぐって/表 :漢水流ナ
1第 11章 西安・唐代醒泉坊窯址の発掘成果とその意義偏一覧/図版

                      |               _ィ 誦を中心とした考察第 4章 南朝陶偏の諸相― 湖北地区を中心として 1 磯泉坊窯址について/出土遺物について/出土した偏につい襄陽買家沖南朝画像導墓出土の陶桶について/武漢地区出土
| ての考察/桶の年代について/偏の制作技法について/図版の南朝陶偏/図版

                  1第 12章 唐時代の偏の制作技法について第 5章 Jし斉時代の偏に見る二       そ
                       を中心にI業円
1 唐時代の陶イ誦陶絶の出土/陶      概要とその成果/北斉イ誦の出土分布/郊 と晋陽の        の
1 図版/二大様式成立の背景とその意        出

     1結  語覧/図版
第 6章 Jヒ斉却地

                     |ぁ とがき/初出一覧/索引に
|と
|

北斉郊地区の陶イ
その系譜/図版
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こばやし・ひとし…1968年東京都生。国際基督教大学教養学部人文科学科卒業、成城大学大学院文学研究科美学美術史専攻博士課程
前期修了、北京大学考古系留学 (中国政府公費留学生・高級進修生)、 成城大学大学院文学研究科美学美術史専攻博士課程後期単
位取得退学、2013年帝塚山大学人文科学研究科博士 (学術)学位取得。1997年大阪市立東洋陶磁美術館学芸員、2007年同主任学
芸員、現在に至る。専門は東洋陶磁史、とくに中国陶磁史。第35回小山冨士夫記冶賞 (奨励賞)受賞。
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轟銅≦葬画古墳と東アジア
壁画に描かれた図像や題材のなかで、もつとも重要な対象である墓主
像に焦点をあて、文献や金石文と照らし合わせながら体系的に考察す
る。また先行研究ではなされなかった、同時期の東アジア地域の壁画
史料との相関的検討を行う。高句麗社会と文化の一端を復元し、古代
のみならず、東アジアの歴史的時空の再構築をめざす労作。
>A5判・448頁 /本体 8,600円 (税別)    ISBN978-牛 7842-1546-1

益善黒璽母蔀誌翻ξ[笙鑑4増争]
昭和 6年に陶器研究・鑑賞界で望み得る最高の執筆者をむかえ、はじ

望懸翻驚2善各|こ慨楚雪守8苦宴空晨柔奪塗軍侮薪裏客£ょ?塑罫豪
訂を加え、全巻に新たに索引を付した。
レ菊判・総2,900頁 /本体 37,000円 (税別)   ISBN牛7842-0207-2

も蒲蓼奥象
と扶易苺1闘 日本文1ヒの古層の探求

中国伝来の神仙思想のうち、不老長生の仙境「蓬莱山」のイメージと、
生命更新の仙木「扶桑樹」のシンボルが、日本の古代文化におよばし
た影響の諸相を、歴史考古学的に明らかにする。20年前より「前方後
円墳三蓬莱山起源」説を提唱してきた、元新聞記者でもある著者の研
究集大成。
レA5判・442頁 /本体 5,500円 (税別)    ISBN978-4-7842-1400-6

乱碁逸界の科学
古文化財の科学的研究の第一人者による45年余にわたる成果をまとめ
る。正倉院宝物の調査、装飾古墳・高松塚・法隆寺金堂壁画・栄山寺
人角堂・醍醐寺五重の塔・源氏物語絵巻などの顔料分析、正倉院の陶
器・ガラスや緑釉陶などの科学分析、および銅鏡・銅鐸・青銅器など
の成分分析に関する諸報告を収録。
レA5判・380頁 /本体 6,300円 (税別)      ISBN牛 7842-0482-2

基墨れ肺
南墳)発掘調査報告書

慶州皇南洞第九十人号古墳は瓢形墳で、北墳は1974年に発掘され、既
に略報告書も刊行した (品切)。 本書は北墳発掘後ただちに発掘を開
始した南墳報告書である。主榔・副の設置、古新羅古墳の墓榔構造と
して初めて確認された板壁や砂利、その他武器類の発掘など、古新羅
史 。新羅古墳 。日韓古代史研究の宝庫である。
>B5判・72頁/本体 2.200円 (税別)      ISBN牛 7842-0322-2

塾碧腱卵の旅はるかなるブッダの道
釈迦の聖地を起点に悠久の歴史が遺した信仰の足跡をたどる仏教美術
巡礼。仏跡の地図・写真多数収載。【内容】釈迦の遺跡を訪ねて/イ
ンドの寺院と石窟寺院/パキスタンの仏教美術/新彊ウイグルの遺跡
のかずかず/河西回廊の仏教遺跡/中国中原の石窟/河北・山西・山
東省の石窟/韓国の石仏/追録 (イ ンドの早期石窟)
レ46判・206頁 /本体 2,500円 (税別)      ISBN牛 7842-0991-3

墨 鑑 嬰
族 構 造 の 比 較 研 究

  思文閤史学叢書
近代以降、日本は西洋異文化 (近代文化)と の融合を果たしたが、中国
はそれが不可能であつた。本書は日中親族集団の構造を手がかりとし
て、日本が中国の親族文化、特に宗族制度を受容しなかつた理由、ま
たともに「アジア文化圏」に属する両国の、近代以降における西洋異
文化との衝突の原因と融合の条件を探る。
レA5判・430頁 /本体 7,200円 (税別)      ISBN牛 7842-1241-8

基違鼻脇驀絆に学ぶ
日々、宝物の保存と修理に携わる宮内庁正倉院事務所の研究者をはじ
め、東大寺・奈良国立博物館ゆかりの国内外の研究者が、正倉院研究
の現在、人世紀の東アジア文化、宝物の保存・伝承の 3つのテーマで
報告・討論。正倉院宝物の精粋がわかる一書。
レ46判・438頁 /本体 3,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1439-6

思文閣出版既刊図書案内

鞘締 頚 聯 瑞編
江戸時代の補作(6幅)を含めた大徳寺所蔵88幅と、ボス トン美術館と
フリーア美術館に所蔵される12幅を合わせた全100幅を大型図版で紹
介する。一点一点に画題と解説を付し、部分拡大図40点、絹目画像17
0点も高精細カラー図版で収録。最前線の研究者による論文 8本も収
録し、美術史や東アジアの文化史・宗教史にも役立つ大著。
レB4判・312頁/本体 50,000円 (税別)   ISBN978-4-7842-1743-4

る遇軽京焼の研究
桃山時代から江戸時代末まで京都で焼かれたやきものの窯業的な変遷
を、文献史料と出土資料によつて明らかにし、そこに野々村仁清・尾
形乾山・奥田穎川・仁阿弥道人など京焼の名工たちの生涯と作品を位
置づけ、近世京都の特質を明確にする。
>A5判・434頁 /本体 6,300円 (税別)    ISBN978-4-7842-1558-4

蓬轟 鎗 蟄
来 た道 白鳳期仏教受容の様相

粘上を型押ししてつくられた小さな仏像=嬉仏は、インドから中国を
経て白鳳時代の奈良・飛鳥に招来された。本書はこの「嬉仏の来た道」
を丹冬にたどり、そこにこめられた祈りの諸相を明らかにし、あわせ
てその途上に浮かび上がる玄失・道昭・法蓮などの偉大な僧の信仰と
人間像に迫る。
レA5判・322頁/本体 5,700円 (税別)    ISBN978-4-7842-1433-4

為晃封鑓熟林
東洋史研究の第一人者が壮年時代に書いた論文の一部を集めて一書と
した昭和23年版の復刻。戦後の東洋史研究の基礎を築いた神田博士の
論稿は今もなお精彩を放つ。『史林』に発表して以来多くの学者の注
目を集めた「明の四夷館」など12篇を収める。
レA5判・240頁/本体 3,200円 (税別)      ISBN4-7842-0285-4

※慶州地区古墳発掘調査報告書
韓国文化財管理局編
1973年に実施された慶州市内最大の古墳群である皇南洞古墳群中に包
まれる主として地下に埋没していた古墳及び仁旺洞、校洞の古墳の発
掘調査報告書。それらの古墳は竪穴式石椰古墳、積石木榔古墳、窮棺
墓など4～5世紀頃のもので、慶州古墳の編年、墓制の変革・発展、新
羅古墳の最も特徴的な積石木柳古墳の発生・変化等を知る基本資料。
>B5判・412買 /本体 12,000円 (税別)     ISBN4-7842-0323-0

鱗 陳
『 日本仏教美術史研究』(1984年 )、『続日本仏教美術史研究』(2006年 )、
『続々日本仏教美術史研究』 (2008年)の刊行に引き続き、50年以上の
長きにわたる中野美術史学の軌跡を、カロ須屋誠との対談をとおして振
り返り、仏教美術を学ぶことの課題・方法・魅力を余すところなく収
録。読みやすい文体で、仏教美術の入門書としても最適な一書。
レA5判・348頁/本体 3,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1720-5

5察墾外織品の研究
宮内庁正倉院事務所で研究職技官として、染織品の整理・調査・研究
に従事してきた著者による、35年にわたる研究成果。正倉院事務所が
行つた第 1次 。第 2次の古裂調査 (昭和28～47年)や、C.I,E.T,A,(国
際古代染織学会)の古代織物調査方法に大きな影響を受けて、身につ
けた調査研究方法により進めてきた正倉院染織品研究の集大成。
レB5判・416買 /本体 20,000円 (税別)   ISBN978-4-7842-1707-6

纂亀藻嘉鰈子こ学ぶ2
日々、宝物の保存と修理に携わる宮内庁正倉院事務所の研究者をはじ
め、東大寺・奈良国立博物館ゆかりの国内外の研究者が、正倉院宝物
の様々な面を報告・討論する第 2弾。今回は2008～ 2010年の正倉院学
術シンポジウム「正倉院研究の現在」「皇室と正倉院宝物」「正倉院宝
物はどこで作られたか」の 3テーマを収録。
>46判・348頁/本体 2.500円 (税別)    ISBN978-4-7842-1658-1

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載した広報誌『鴨東通信』を年 4回無料でお送りしています。
・ fax・ Eメ ールでお申し込み下さい。※印の書籍は外函・カバーに汚れ・傷みがございます。


